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 古文・漢文 古文 古文 漢文 古文 古文 古文 漢文 古文 漢文 古文 漢文

指導事項・言語活動例 指導時数 3 6 10 3 3 2 12 12 5 6 8 70
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エ 古典の作品について，その内容の解釈を踏まえて朗読する活動。 ●
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行動の確
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先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用につ
いて理解を深めること。

古典探究　シラバス5

目標

古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深めること。

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に

関
す
る
事
項

古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにすること。

総
時
数

文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えること。

古典の作品や文章を読み，その内容や形式などに関して興味をもったことや疑問に感じたことについて，調べて発表し
たり議論したりする活動。

必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や展開，表現の特色について
評価すること。

作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値に
ついて考察すること。

古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化について自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

古典の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めたりすること。

古典の作品や文章などに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりすること。

関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に，自分のものの見方，感じ方，考え方を深めること。
読
む
こ
と

古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色について理解を深めること。

古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解を
深めること

古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めること。

時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めること。

同じ題材を取り上げた複数の古典の作品や文章を読み比べ，思想や感情などの共通点や相違点について論述したり
発表したりする活動。

古典を読み，その語彙や表現の技法などを参考にして，和歌や俳諧，漢詩を創作したり，体験したことや感じたことを文
語で書いたりする活動。

古典の作品に関連のある事柄について様々な資料を調べ，その成果を発表したり報告書などにまとめたりする活動。

(1)

古典の言葉を現代の言葉と比較し，その変遷について社会的背景と関連付けながら古典などを読み，分かったことや
考えたことを短い論文などにまとめる活動。

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関

す
る
事
項

(2)

〔
知
識
及
び
技
能

〕

合
計

古典探究科目名
◎：当該単元で特に重点的に指導し評価する内容　○：当該単元で指導し評価する内容
●：その単元で取り上げる言語活動例

教科書 東京書籍 『精選 古典探究』

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。                                                                            (2)
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3)言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めること。

往来物や漢文の名句・名言などを読み，社会生活に役立つ知識の文例を集め，それらの現代における意義や価値など
について随筆などにまとめる活動。

文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。

〔
思
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、
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〕

A
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と

(2)

教科書
頁

8 10～ 76 78 32 86 48 96 96

【観点別評価A・B・Cと到達度の関係について】

「Ａ（十分満足できる）」 ・・・・６５～１００％

「B（おおむね満足できる）」 ・・・・３５～６４％

「C（努力を要する）」 ・・・・０～３４％

【学年末に総括的評価をつける際の三観点の比重】

「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」

＝ ４０ ： ３０ ： ３０

【言語文化】

知 識 定期テスト 古典小テスト ⇒ Ａ～Ｃ

思 考 定期テスト 授業ワークシート ⇒ Ａ～Ｃ

態 度 週末課題 授業ワークシート ⇒ Ａ～Ｃ

【５段階評価と総合的到達度の関係】

「５」 ・・・・ ８０～１００％
「４」 ・・・・ ６５～７９％
「３」 ・・・・ ５０～６４％
「２」 ・・・・ ３５～４９％
「１」 ・・・・ ０～３４％


